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Sernal Dilutions of Antibody
—— Control Antizen = 100ng —— Antigen= llng

—— Antizen= 50nz —— Antigen= 100ng
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子産物はペプチダーゼC56ファミリータンパク質に属し、アンドロゲン受容体依存性転写の正の調節因子として機能します。また、酸化還元感受性シャペロン、酸化ストレスセンサーとして機能する可能性があり、ニューロンを酸化ストレスおよび細胞死から保護すると考えられています。この遺伝子の欠陥は、常染色体劣性遺伝性の早発性パーキンソン病7の原因です。この遺伝子には、同じタンパク質をコードする2つの転写バリアントが同定されています。
	研究分野
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	A549（1）、A431（2）、K562（3）、Hela（4）、SH-SY5Y（5）、SW480（6）細胞溶解物に対するPARK7マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	PARK7 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HepG2 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による PARK7 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学分析。
	

	DAB 染色による PARK7 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト前立腺癌組織の免疫組織化学分析。

